
【様式２】 

社団法人日本鉄筋継手協会 殿 

 

ガス圧接技量検定実技試験における遵守事項誓約書 
 

私及び私の介添者は、ガス圧接技量検定実施細則「8.2 実技試験の準備」に基づく下記遵守事項を遵

守することを誓約いたします。 

  

（下記遵守事項を確認し、誓約欄に○を入れてください） 

項 目 遵 守 事 項 誓約欄

ヘルメットを着用する。  

 圧接時には、遮光眼鏡を着用する。 

 グラインダー掛けを行う時には、防じん眼鏡を着用する。 

 作業着（長袖）を着用する。 

 保護手袋を着用する。 

保護具・ 

服装 

 安全靴を着用する。 

養生具 床面を傷つけないよう防炎シートを設置する。 

ガスボンベは、実技試験会場の外に設置する。 

ガスボンベは、倒れないように結束する。 

ガスボンベに、自社の名札を付ける。 

ガスボンベに、逆火防止装置（安全器）及び開閉ハンドル（コックレンチ）

を取り付ける。 

ガスボンベの横に、消火器を用意する。 

保安・ 

安全 

ガスボンベ及びガスホースからのガスの漏洩がないことを確認する。 

 

          試 験 日：平成  年  月  日 

        会 社 名：               

受験番号：GP － 

AGP－ 

HT － 

NGP－              

受験者名：               

 

＜誓約上の注意事項＞ 

※受験者は、上記遵守事項が守られていない場合は、実技試験を受験できません。 

※介添者は、上記遵守事項が守られていない場合は、介添を行うことができません。 

※実技試験において、上記遵守事項が守られていないことが確認された場合は、実技試験を中止し、実

技試験は失格となります。 

※上記誓約書は、受験者が記入し、受付時に、検定委員に提出してください。 

確認欄 

 

㊞ 


